
日   時 

会   場 

参 加 費 

代表世話人 

平成28年7月23日（土） 13:00～16:00 

岡山大学 鹿田キャンパス J-ホール
（岡山県岡山市北区鹿田町2-5-1） 

無 料 
河崎 陽一（岡山大学病院 薬剤部） 

日病薬病院薬学認定単位 1.5 単位 （V-1) 

主 催 後 援 日本TDM学会 
岡山県薬剤師会 
岡山県病院薬剤師会 

一般演題 ～TDM研究活動事例～ 

座長：末丸 克矢 
   （就実大学薬学部 教授） 

演者：合葉 哲也（岡山大学大学院医歯薬学 
総合研究科 准教授） 

    「バルプロ酸のTDMとその応用」 

河崎 陽一（岡山大学病院薬剤部） 
     「スニチニブのTDM ~血中濃度と 
        副作用発現の関連性の評価の試み~」 

花房 伸幸（岡山赤十字病院薬剤部） 
    「バンコマイシン経口投与により血中濃度 
              が上昇した、Clostridium difficile関連 
              下痢症の2症例」 

   槇田 崇志（岡山大学病院薬剤部） 
    「小児におけるテイコプラニンの母集団 
              薬物動態解析 -血中濃度に及ぼす基礎 
              疾患の影響-」 

教 育 講 演 

座長：川上 恭弘 
   （岡山済生会総合病院 薬剤科長） 

演者： 
 ～病院薬剤師の立場から～ 

  奥田 敏勝（倉敷中央病院薬剤部） 
   「臨床現場でのTDMの位置づけ」 

  田坂 健 （岡山大学病院薬剤部） 
   「ICUにおけるバンコマイシンTDM介入を 
           通じて」 

 ～臨床系教員の立場から～ 

  江川 孝 （就実大学薬学部 教授） 
   「Lesson from therapeutic drug  
            monitoring of methotrexate in  
            pediatric with acute lymphoblastic 
            leukemia」 

  須野 学（岡山大学大学院医歯薬学総合 
研究科 准教授） 

   「TDMを用いた臨床研究の展開 -クリゾチ 
            ニブのTDMから考える-」 

パネルディスカッション  

～TDM連携共同研究活動の 
  現状・成果と課題・提案～ 

 問い合わせ先： 岡山大学病院薬剤部・河崎陽一（086-235-7650） 広島大学薬学部・猪川和朗（082-257-5296） 

Okayama 

座長：千堂 年昭  
   （岡山大学病院 教授・薬剤部長） 

演者：谷川原 祐介 
   （慶應義塾大学医学部 教授） 

  「薬科大学と病院薬剤部の共同による 
   TDM研究のススメ」 

薬剤師・臨床系教員の協働連携によるTDM研究活動のさらなる活性化 


